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 Web サイト制作におけるコンテンツ・マネジメント・システム（以下 CMS）は、近年のサーバーサ
プライやクラウドコンピューティングの発展に伴い劇的な進化を遂げ、Web を利用するあらゆるユーザ
ーにとって世界標準となりつつある。Web サイト構築や運用に合理的かつ強力なツールとなった CMS
の中でも、多数の Web サイト、Web アプリケーション、ブログを動かすために使われる動的なコンテ
ンツ管理システムである WordPress は、オープンソースという開発形態をとることでオンラインパブ
リッシングプラットフォームとしてユーザーのシェアを大きく広げている1。 
 筆者は、所属する学会内の部会で Web サイトを構築する機会があり、部会のような小規模グループ
を対象とした Web サイトの構築方法を他の部会などと比較検討し模索した。その結果、CMS が最適で
あると判断しその中でもシェアを伸ばしつつある WordPress を採用した。 
 本稿は、学会内の個別部会等の小規模なグループにおける Web サイト構築において、CMS の優位性
を明らかにするものである。 
 







 筆者の所属する学会（以下、A 学会とする）は、約 2,700 名2の会員を有する比較的大規模な一般社団





                                                  
1 2015 年 3 月時点で CMS によるサイトのうち推定 60%のシェアを占める（https://wordpress.org より） 




 ・会員の Web サイト制作についてのノウハウやスキルが乏しい 
 ・プログラムを組み立てるエンジニアや機材などのリソースが乏しい 
 ・Web サイト構築に手間をかける時間がない 
 
1.2 A 学会各部会 Web サイト運用の実情 
 先に述べたように、A 学会には 16 の部門別部会が存在するが、この内、独自の Web サイトを構築し
ているのは 11 部会である。しかし、この 11 部会の Web サイトについても、その多くは HTML のバー
ジョンが旧式のままであったり、テキストのみのレイアウトで画像やボタンがない比較的簡素な構造で
あったり、中にはフリーの Web オーサリングツールを使用して作ったまま何年も更新した跡が見られ
ないような部会も存在する。また、独自のドメインを持つのは 6 部会のみで、ほか 4 部会はプロバイダ
ーなどが無償で提供するサブドメインを使用している。 
 学会本部の Web サイトには各部会の紹介ページがあり、その活動内容や部会 Web サイトへのリンク
及び代表の連絡先が記載されていたが、それ以外の連携は行われていない。 
 各部会の Web 運用状況（ドメインや、HTML バージョンなど）は[図表 1]に示した3。 
 
[図表 1] A 学会各部会の Web サイト運用状況 
部会名 独自ドメイン有無 HTMLバージョン JavaScript有無 
B — —  
C ○ 5 ○ 
D ○ 4 ○(jQuery) 
E ○ 4  
F — —  
G — —  
H ○ 4  
I — —  
J △サブドメイン 4  
K ○ 4 ○ 
L ○ 4 ○ 
M △サブドメイン 4  
N △サブドメイン 4  
O — —  
P △サブドメイン 4  
Q — —  
 
 
2. Web サイト構築のための試作フロー 
 筆者が所属する部会（以下、B 部会とする）では、これまでドメインを持たず Web サイトも作成し
てはいなかったため、部会役員から Web サイト構築の依頼があり、筆者が請け負うこととなった。こ
の決定に際しては、ブログサイトを利用したブログによる情報発信や、コミュニティを作成して SNS
上で情報を共有したりするという Web 利用法も選択肢のひとつではあったが、A 学会という法人化さ
れている組織には、一定の社会的役割や最低限のセキュリティ管理が求められるとの観点から部会 Web
サイト構築が必要と判断されたものである。 
                                                  
3 学会ならびに部会が特定されるのを防止するため、B〜Q までのアルファベットで表記しておく。 
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大学のロゴマークがタブに表示されたままになってしまった[図表 2]。サブディレクトリ仕様の Web サ
イトでは、各々のページにファビコンを設定する手間がかかることになる。 
 
[図表 2] サブディレクトリのためファビコンは各々ページに設置しなければドメインのものが反映される 
 




 部会会員より Web 上で検索をして Web サイトにアクセスしたいとの要望が出たため、Google や
Yahoo などの検索エンジンに B 部会を登録したところ、ドメインの拠点である梅花女子大学の名前が一
                                                  





[図表 3]。  
 





 サブディレクトリ使用という状況において Web ページ更新のためには梅花女子大学の FTP サーバー
へアクセスしデータをアップロードしなければならないが、本学では、セキュリティシステム上、学内
からのみ FTP サーバーへのアクセスが許可されているため、学外の会員はデータを操作することがで











仕組みやシステムを組み立てるには、Web サーバー上で Web サイトを運用することが得策であろうと
考え、CMS による Web サイト構築を試るに至った。 
 
3. CMS 導入の試み・実践 
3.1 先行研究 
 近年のクラウドコンピューティングやサーバー環境の発展により、先行研究においても CMS の有効
                                                  

































































































































































のプログラムを使用した Web アプリケーションタイプが無難であろう。 
 
3.3 WordPress による Web サイト制作フロー 
3.3.1 サーバー、ドメインの設定 
 B 部会の Web サイトには、CMS の中でも大きなシェアを持つ Web アプリケーションである
WordPress6を採用した。 
 部会レベルで Web サイトを管理しデータを共有するには「制作」「保管」「配信」の基本的な機能が
シンプルに使用できなければならない。A 学会内の他の部会で多く見られたテキストエディターや Web
オーサリングツールの知識が少なくても、WordPress の導入により Web ブラウザでカスタマイズする
ことが可能であり、アクセスの権限を持つ会員の誰もが発信者となることができる。近年では、あらか









選択し、Web ブラウザでメニューに従ってカスタマイズし Web サイトを構築することができる。
WordPress は米国発信の Web アプリケーションであり、日本国内ではかつて“WordPress Japan”が
日本語サイトを運営していたが、2008 年に閉鎖され、近年は、公式ローカルサイトとして有志による
日本語の情報提供が行われており、日本語対応のテーマも増加しつつある。 







 WordPress はオープンソースの CMS プラットフォームであり、デザインや原稿の変更なども Web
ブラウザ上で直感的に行うことができる。これは WordPress が PHP で構成されており、Web ブラウザ
にリクエスト操作を行うことによってプログラムがその都度 HTML ファイルを生成するためである。
                                                  
6 https://wordpress.com/ 
7 Hypertext Preprocessor の略。ここでは WordPress を稼働させるプログラミング言語、およびその言語処理系である。 
8 WordPress のテーマの名称である。http://www.vektor-inc.co.jp/ 
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られる権限はレベル 0 から 10 まで設定されており、ユーザークラスはデフォルトで 5 段階に分けるこ
とができるため、B 部会では、筆者を管理者とし、役員や会員のアクセス権限を下記のように振り分け
た。権限クラスは追加も可能であるが、B 部会規模ならばこれで十分であろう。 








5. 購読者（レベル 0）プロフィールメニューのみ。 
                     
[図表 5] Web サイト管理の権限 
権 限 管理者（筆者） 編集者（役員） 投稿者（会員） 寄稿者 購読者 
レベル 10 ○     
レベル 9 ○     
レベル 8 ○     
レベル 7 ○ ○    
レベル 6 ○ ○    
レベル 5 ○ ○    
レベル 4 ○ ○    
レベル 3 ○ ○    
レベル 2 ○ ○ ○   
レベル 1 ○ ○ ○ ○  
















イズメニューの指定の箇所に挿入すれば、他のデバイス用の Web サイトも完成する[図表 6]。 
 これらの Web ページの保守、更新、管理もサーバー上で行うことになり、ユーザー個々の PC 容量
や作業の負担は軽減される。前述のとおり、B 部会仮運用時には HTML、CSS、jQuery を採用して
Web ページを作成していたため、Web サイト構築のための各々のページデータや原稿、素材など複数
のファイルを自身の PC で管理していたが、CMS を採用したことで簡素化され、作業効率も数段上が
った。 
 




[図表 6] WordPress で作成した B 部会の Web ページ 





3.3.5 セキュリティ・SEO 設定 
 CMS を導入することでセキュリティ対策は Web サーバー側に任せる形となるが、WordPress は自動
アップデート機能が搭載されており、ユーザーは常に最新バージョンを利用することができる。オープ
ンソースソフトウェアはその特性上セキュリティの不安が常に懸念されるが、実績やシェアを見る限り






ンから「All in One SEO Pack」をインストールした。ここで HTML ファイルを確認すると、head に
meta name タグが挿入された。これにより検索エンジンに Web ページのテーマをより的確に伝えるこ




 一連のワークフローを通じて CMS の進化を体感することができた。CMS の導入を試みる中で
WordPress を利用して Web サイトの構築、公開までを会員のみで運営することを目標とし、引き続き
制作を進めているが、運用者とユーザーの距離がここまで近くなったことは評価に値する。一方で型枠












動作を行えるような環境整備が求められる。筆者は、B 部会の Web サイトを、CMS で構築したという
経験から、合理的な作業と迅速な情報発信および公開方法の最適化をさらに進めていく必要性を再認識
した。今後は、CMS の利便性を B 部会のみならず A 学会全体にも広げることで、より広範囲に闊達な
意見交換の場を設ける足がかりとしていきたい。 
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